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	イ　生命危機的状況にある患者や緊急患者、術後患者の円滑な受け入れを図るために、外来部門、救急、病棟部門との緊密な連携を行う。
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	（４）特記事項
	ア　ＥＲ方式による初期から二次（一部三次）救急患者の初期治療を行い、引き続き各科専門医と協力して、入院後の高度な専門医療を総合的に行う。
	イ　災害発生時における地域災害医療の中核としての機能を担う。
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	イ　感染やホルマリン暴露に配慮した安全・安心な作業環境を整備する。
	ウ　ホルマリンの使用に際しては、特定化学物質障害予防規則を順守する。

	（２）診療機能
	ア　病理解剖
	検査所見は、病理医により「剖検診断書」または「病理解剖学的診断書」にまとめられ、臨床医にその結
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	討する臨床病理検討会での議論や反省を通じて、疾患の理解を深め、適切な診断や治療法の参考とする。
	イ　標本の保存・管理
	臓器を専用容器に入れ、ラックまたは集密ラックに保存保管する。一定期間、過ぎたものは処理する。
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	（３）施設計画
	ア　諸室構成及び条件
	イ　その他

	（４）特記事項
	ア　がん医療の進展と低侵襲化を踏まえ、充実した化学療法の提供を目指す。
	イ　外来通院での抗がん剤治療を行う。
	ウ　看護外来と薬剤科との近接配置を検討する。
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	ウ　ショップ、レストランは金谷公園に面して配置し、公園利用者へ開放する。
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	ア　患者・職員満足度の高い環境整備が図れる共用施設を整備する。
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	ウ　患者用図書スペースは、わかりやすく誰でもが、利用しやすい作りとする。
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